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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月2日(2011.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】



(3) JP 2011-503193 A5 2012.12.20

　式（Ｉ）の化合物：
【化４１】

　［式中、Ｕ、Ｖ、Ｗ、およびＺは、独立して、ＣＲａ、Ｎ、ＮＲｂ、およびＯからなる
群から選択され、
　またはＵ、Ｖ、Ｗ、およびＺのうちの少なくとも１つはＮであり、Ｕ、Ｖ、Ｗ、および
Ｚのうちのその他は、ＣＲａ、ＮＲｂ、Ｓ、およびＯからなる群から選択され、
　Ｕ、Ｖ、Ｗ、およびＺのうちのすべてではないが少なくとも１つはＣＲａと異なり；
　Ａは、環員として少なくとも２つの窒素原子を含有する、場合により置換された単環式
もしくは二環式の環系であり、前記系の少なくとも１つの環は芳香族であり；
　Ｘは、Ｃ（Ｒｃ）２、Ｃ（Ｒｃ）２Ｃ（Ｒｃ）２、ＣＨ２ＣＨＲｃ、ＣＨＲｃＣＨＲｃ

、ＣＨＲｃＣＨ２、ＣＨ＝Ｃ（Ｒｃ）、Ｃ（Ｒｃ）＝Ｃ（Ｒｃ）、およびＣ（Ｒｃ）＝Ｃ
Ｈからなる群から選択され；
　Ｙは、なし（すなわち、結合）、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＨ、Ｎ（Ｒｃ）、Ｏ、Ｃ（＝Ｏ
）、ＯＣ（＝Ｏ）、Ｃ（＝Ｏ）Ｏ、およびＮＨＣ（＝Ｏ）ＣＨ２Ｓからなる群から選択さ
れ；
　Ｒ１は、Ｈ、置換または非置換のＣ１～１０アルキル、置換または非置換のＣ２～１０

アルケニル、置換または非置換のＣ２～１０アルキニル、置換または非置換のＣ１～６ペ
ルフルオロアルキル、置換または非置換のＣ３～８シクロアルキル、置換または非置換の
Ｃ３～８ヘテロシクロアルキル、置換または非置換のＣ１～４アルキレンＣ３～８シクロ
アルキル、置換または非置換のアリール、置換または非置換のヘテロアリール、置換また
は非置換のアリールＣ１～４アルキレンＯＲｅ、置換または非置換のヘテロアリールＣ１

～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、置換または非置換のヘテロアリールＣ１～４アルキレンＯ
Ｒｅ、置換または非置換のＣ１～３アルキレンヘテロアリール、置換または非置換のＣ１

～３アルキレンアリール、置換または非置換のアリールＣ１～６アルキル、アリールＣ１

～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）Ｃ１～４アルキレンアリー
ル、Ｃ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）Ｃ１～４アルキレンヘテロアリール、Ｃ１～４アルキ
レンＣ（＝Ｏ）ヘテロアリール、Ｃ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒｄ）２、Ｃ１～６

アルキレンＯＲｄ、Ｃ１～４アルキレンＮＲａＣ（＝Ｏ）Ｒｄ、Ｃ１～４アルキレンＯＣ

１～４アルキレンＯＲｄ、Ｃ１～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ１～４アルキレンＣ（＝
Ｏ）ＯＲｄ、およびＣ１～４アルキレンＯＣ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄからなる
群から選択され；
　Ｒａは、独立して、Ｈ、置換または非置換のＣ１～６アルキル、置換または非置換のＣ

３～８シクロアルキル、置換または非置換のＣ３～８ヘテロシクロアルキル、置換または
非置換のアリール、Ｃ１～３アルキレンアリール、置換または非置換のヘテロアリール、
置換または非置換のヘテロアリールＣ１～３アルキル、置換または非置換のＣ１～３アル
キレンヘテロアリール、ハロ、ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｃ１～３アルキレンＮ（Ｒｄ）２、ＮＯ２

、ＯＲｅ、ＣＦ３、ＯＣＦ３、Ｎ（Ｒｄ）２、ＣＮ、ＯＣ（＝Ｏ）Ｒｄ、Ｃ（＝Ｏ）Ｒｄ

、Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｄ、アリールＯＲｅ、ＮＲｄＣ（＝Ｏ）Ｃ１～３アルキレンＣ（＝Ｏ）
ＯＲｄ、アリールＯＣ１～３アルキレンＮ（Ｒｄ）２、アリールＯＣ（＝Ｏ）Ｒｄ、Ｃ１

～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、ＯＣ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、Ｃ１～４ア
ルキレンＯＣ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｄＳＯ２Ｒｄ、Ｃ１～

４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ２～６アルケニレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｄＣ１

～４アルキレンＯＲｅ、Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｄＣ１～４アルキレンヘテロアリール、ＯＣ１～
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４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、ＯＣ１～４アルキレンＣＨ（ＯＲｅ）ＣＨ２Ｎ（Ｒｄ）２、
ＯＣ１～４アルキレンヘテロアリール、ＯＣ２～４アルキレンＯＲｅ、ＯＣ２～４アルキ
レンＮＲｄＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、ＮＲａＣ１～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、ＮＲａＣ（＝Ｏ
）Ｒｄ、ＮＲａＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒｄ）２、Ｎ（ＳＯ２Ｃ１～４アルキル）２、ＮＲａ（Ｓ
Ｏ２Ｃ１～４アルキル）、ＳＯ２Ｎ（Ｒｄ）２、ＯＳＯ２ＣＦ３、Ｃ１～３アルキレンア
リール、Ｃ１～４アルキレンヘテロアリール、Ｃ１～６アルキレンＯＲｅ、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
（Ｒｄ）２、ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｃ１～３アルキレンアリール、アリールＯＣ１～３アルキレ
ンＮ（Ｒｄ）２、アリールＯＣ（＝Ｏ）Ｒｄ、ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｃ１～３アルキレンＣ３～

８ヘテロシクロアルキル、ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｃ１～３アルキレンヘテロアリール、ＯＣ１～

４アルキレンＯＣ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、Ｃ（＝Ｏ）Ｃ１～４アルキレンヘ
テロアリール、およびＮＨＣ（＝Ｏ）ハロＣ１～６アルキルからなる群から選択され；
　Ｒｂは、なし、Ｈ、置換または非置換のＣ１～６アルキル、置換または非置換のＣ３～

８シクロアルキル、置換または非置換のＣ３～８ヘテロシクロアルキル、置換または非置
換のアリール、置換または非置換のアリールＣ１～３アルキル、Ｃ１～３アルキレンアリ
ール、置換または非置換のヘテロアリール、ヘテロアリールＣ１～３アルキル、置換また
は非置換のＣ１～３アルキレンヘテロアリール、Ｃ（＝Ｏ）Ｒｄ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｄ、ア
リールＯＲｅ、アリールＯＣ１～３アルキレンＮ（Ｒｄ）２、アリールＯＣ（＝Ｏ）Ｒｄ

、Ｃ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、Ｃ１～４アルキレンＯＣ１～４アルキレンＣ（
＝Ｏ）ＯＲｄ、Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｄＳＯ２Ｒｄ、Ｃ１～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ２～

６アルケニレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｄＣ１～４アルキレンＯＲｅ、Ｃ（＝Ｏ）
ＮＲｄＣ１～４アルキレンヘテロアリール、ＳＯ２Ｎ（Ｒｄ）２、Ｃ１～３アルキレンア
リール、Ｃ１～４アルキレンヘテロアリール、Ｃ１～６アルキレンＯＲｅ、Ｃ１～３アル
キレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒｄ）２、アリールＯＣ１～３アルキレンＮ（Ｒｄ

）２、アリールＯＣ（＝Ｏ）Ｒｄ、およびＣ（＝Ｏ）Ｃ１～４アルキレンヘテロアリール
からなる群から選択され；
　Ｒｃは、独立して、Ｈ、置換または非置換のＣ１～１０アルキル、置換または非置換の
Ｃ３～８シクロアルキル、置換または非置換のＣ３～８ヘテロシクロアルキル、置換また
は非置換のＣ１～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、置換または非置換のＣ１～３アルキレンヘ
テロＣ１～３アルキル、置換または非置換のアリールヘテロＣ１～３アルキル、置換また
は非置換のアリール、置換または非置換のヘテロアリール、置換または非置換のアリール
Ｃ１～３アルキル、置換または非置換のヘテロアリールＣ１～３アルキル、Ｃ１～３アル
キレンアリール、置換または非置換のＣ１～３アルキレンヘテロアリール、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ
ｄ、およびＣ（＝Ｏ）ＯＲｄからなる群から選択され、
　または同じ原子上もしくは隣接する結合した原子上の２つのＲｃは、環化することによ
って３～８環員を有する環を形成することができ、前記環は場合により置換されており、
環員としてＮＲｄ、ＯおよびＳから選択される最大２個のヘテロ原子を含むことができ；
　Ｒｄは、Ｈ、置換または非置換のＣ１～１０アルキル、置換または非置換のＣ２～１０

アルケニル、置換または非置換のＣ２～１０アルキニル、置換または非置換のＣ３～８シ
クロアルキル、置換または非置換のＣ３～８ヘテロシクロアルキル、置換または非置換の
Ｃ１～３アルキレンＮ（Ｒｅ）２、アリール、置換または非置換のアリールＣ１～３アル
キル、置換または非置換のＣ１～３アルキレンアリール、置換または非置換のヘテロアリ
ール、置換または非置換のヘテロアリールＣ１～３アルキル、および置換または非置換の
Ｃ１～３アルキレンヘテロアリールからなる群から選択され；
　または２つのＲｄ基は、これらが結合している窒素と一緒になって、Ｎ、ＯもしくはＳ
である第２のヘテロ原子を場合により含有する、５員環もしくは６員環を形成し；
　Ｒｅは、Ｈ、置換または非置換のＣ１～６アルキル、置換または非置換のＣ３～８シク
ロアルキル、置換または非置換のアリール、および置換または非置換のヘテロアリールか
らなる群から選択され、
　または２つのＲｅ基は、これらが結合している窒素と一緒になって、Ｎ、ＯもしくはＳ
である第２のヘテロ原子を場合により含有する、５員環もしくは６員環を形成し；
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　前記Ａ、Ｒ１、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、およびＲｄは、独立して、Ｃ１～１０アルキル、Ｃ

２～１０アルケニル、Ｃ２～１０アルキニル、Ｃ３～８シクロアルキル、Ｃ３～８ヘテロ
シクロアルキル、Ｃ１～６アルキレンＯＲｅ、Ｃ１～４アルキレンＮ（Ｒｅ）２、アリー
ル、Ｃ１～３アルキレンアリール、ヘテロアリール、Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｅ、Ｃ（＝Ｏ）Ｒｅ

、ＯＣ（＝Ｏ）Ｒｅ、ハロ、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、Ｎ（Ｒｅ）２、ＯＲｅ、ＯＣ１～６

ペルフルオロアルキル、ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒｅ）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒｅ）２、ＳＲｅ、
ＳＯ２Ｒｅ、ＳＯ３Ｒｅ、オキソ（＝Ｏ）、およびＣＨＯからなる群から選択される１～
３個の置換基で場合により置換されており；　
　ｎは、０または１である］；または
　その薬学的に許容できる塩。
【請求項２】
　ｎが０であり、Ｖ、Ｗ、およびＺのうちの１つがＮＲｂである、請求項１に記載の化合
物。
【請求項３】
　ｎが０であり、Ｖ、Ｗ、およびＺのうちの１つがＯである、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　ｎが０であり、Ｖ、Ｗ、およびＺのうちの１つがＳである、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　ｎが１であり、Ｖ、Ｗ、Ｕ、およびＺのうちの１つがＮであり、その他がＣＲａである
、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　ｎが１であり、Ｖ、Ｗ、Ｕ、およびＺのうちの２つがＮであり、その他がＣＲａである
、式（Ｉ）の化合物。
【請求項７】
　Ａが場合により置換された二環式の芳香族基である、請求項１から６のいずれかに記載
の化合物。
【請求項８】
　Ａがピリミジン環またはピリミジノン環を含み、Ａが最大３個の置換基によって場合に
より置換されている、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ１がフェニル、ヘテロアリールおよびＣ３～８シクロアルキルからなる群から選択さ
れる、場合により置換された環である、請求項７または８に記載の化合物。
【請求項１０】
　ＸがＣ（Ｒｃ）２である、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｙが結合、ＮＨまたはＳである、請求項９に記載の化合物。
【請求項１２】
　ＸがＣＨ２またはＣ（Ｒｃ）Ｈであり、ＲｃがＣ１～Ｃ４アルキルである、請求項１０
または１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　ＸがＣ（Ｒｃ）Ｈであり、Ｓ配置にある、請求項１２に記載の化合物。
【請求項１４】
　ＸおよびＹが一緒に環化することによって、以下の式の環を形成する、請求項９に記載
の化合物。
【化４２】
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【請求項１５】
　Ａがハロ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＨ、ＳＭｅ、およびＭｅから選択される、
最大３個の置換基で場合により置換されたプリン基である、請求項１から１４のいずれか
に記載の化合物。
【請求項１６】
　ＸがＣＨＭｅまたはＣＨＥｔである、請求項１から１３のいずれかに記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ１が、ハロ、ＯＲｅ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル
、アリール、Ｃ３～８ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、ＣＦ３、ＮＯ２、Ｎ（Ｒ
ｅ）２、Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｅ、ＳＯ２Ｎ（Ｒａ）２、ＣＮ、Ｃ（＝Ｏ）Ｒｅ、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
（Ｒｅ）２、Ｃ１～４アルキレンＮ（Ｒｅ）２、ＯＣ１～４ペルフルオロアルキル、オキ
ソ、およびＣＨＯからなる群から選択される１～３個の置換基で場合により置換されたフ
ェニルである、請求項１５または請求項１６に記載の化合物。
【請求項１８】
　少なくとも１つの薬学的に許容できる賦形剤と混合された、請求項１から１７のいずれ
かに記載の化合物を含む医薬組成物。
【請求項１９】
　白血球機能を混乱させるための組成物であって、有効量の請求項１に記載の化合物を含
む組成物。
【請求項２０】
　白血病と診断された対象を治療するための組成物であって、有効量の請求項１から１７
のいずれかに記載の化合物を含む組成物。
【請求項２１】
　リンパ腫と診断された対象を治療するための組成物であって、有効量の請求項１から１
７のいずれかに記載の化合物を含む組成物。
【請求項２２】
　免疫学的障害と診断された対象を治療するための組成物であって、有効量の請求項１か
ら１７のいずれかに記載の化合物を含む組成物。
【請求項２３】
　前記免疫学的障害が喘息、関節リウマチ、多発性硬化症およびループスから選択される
、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　高血圧と診断された対象を治療するための組成物であって、有効量の請求項１から１７
のいずれかに記載の化合物を含む組成物。
【請求項２５】
　癌または肉腫と診断された対象を治療するための組成物であって、有効量の請求項１か
ら１７のいずれかに記載の化合物を含む組成物。
【請求項２６】
　骨吸収障害と診断された対象を治療するための組成物であって、有効量の請求項１から
１７のいずれかに記載の化合物を含む組成物。
【請求項２７】
　ホスファチジルイノシトール３－キナーゼδポリペプチドのキナーゼ活性を阻害するた
めの組成物であって、請求項１に記載の化合物を含む組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　本発明のこれらおよび他の態様および利点は、選択された実施形態の以下の詳細な説明
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から明らかとなり、これらを本発明の範囲を限定することなく、本発明の理解を高めるた
めに提供する。
　本発明の好ましい実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
　式（Ｉ）の化合物：
【化４１】

　［式中、Ｕ、Ｖ、Ｗ、およびＺは、独立して、ＣＲａ、Ｎ、ＮＲｂ、およびＯからなる
群から選択され、
　またはＵ、Ｖ、Ｗ、およびＺのうちの少なくとも１つはＮであり、Ｕ、Ｖ、Ｗ、および
Ｚのうちのその他は、ＣＲａ、ＮＲｂ、Ｓ、およびＯからなる群から選択され、
　Ｕ、Ｖ、Ｗ、およびＺのうちのすべてではないが少なくとも１つはＣＲａと異なり；
　Ａは、環員として少なくとも２つの窒素原子を含有する、場合により置換された単環式
もしくは二環式の環系であり、前記系の少なくとも１つの環は芳香族であり；
　Ｘは、Ｃ（Ｒｃ）２、Ｃ（Ｒｃ）２Ｃ（Ｒｃ）２、ＣＨ２ＣＨＲｃ、ＣＨＲｃＣＨＲｃ

、ＣＨＲｃＣＨ２、ＣＨ＝Ｃ（Ｒｃ）、Ｃ（Ｒｃ）＝Ｃ（Ｒｃ）、およびＣ（Ｒｃ）＝Ｃ
Ｈからなる群から選択され；
　Ｙは、なし（すなわち、結合）、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＨ、Ｎ（Ｒｃ）、Ｏ、Ｃ（＝Ｏ
）、ＯＣ（＝Ｏ）、Ｃ（＝Ｏ）Ｏ、およびＮＨＣ（＝Ｏ）ＣＨ２Ｓからなる群から選択さ
れ；
　Ｒ１は、Ｈ、置換または非置換のＣ１～１０アルキル、置換または非置換のＣ２～１０

アルケニル、置換または非置換のＣ２～１０アルキニル、置換または非置換のＣ１～６ペ
ルフルオロアルキル、置換または非置換のＣ３～８シクロアルキル、置換または非置換の
Ｃ３～８ヘテロシクロアルキル、置換または非置換のＣ１～４アルキレンＣ３～８シクロ
アルキル、置換または非置換のアリール、置換または非置換のヘテロアリール、置換また
は非置換のアリールＣ１～４アルキレンＯＲｅ、置換または非置換のヘテロアリールＣ１

～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、置換または非置換のヘテロアリールＣ１～４アルキレンＯ
Ｒｅ、置換または非置換のＣ１～３アルキレンヘテロアリール、置換または非置換のＣ１

～３アルキレンアリール、置換または非置換のアリールＣ１～６アルキル、アリールＣ１

～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）Ｃ１～４アルキレンアリー
ル、Ｃ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）Ｃ１～４アルキレンヘテロアリール、Ｃ１～４アルキ
レンＣ（＝Ｏ）ヘテロアリール、Ｃ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒｄ）２、Ｃ１～６

アルキレンＯＲｄ、Ｃ１～４アルキレンＮＲａＣ（＝Ｏ）Ｒｄ、Ｃ１～４アルキレンＯＣ

１～４アルキレンＯＲｄ、Ｃ１～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ１～４アルキレンＣ（＝
Ｏ）ＯＲｄ、およびＣ１～４アルキレンＯＣ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄからなる
群から選択され；
　Ｒａは、独立して、Ｈ、置換または非置換のＣ１～６アルキル、置換または非置換のＣ

３～８シクロアルキル、置換または非置換のＣ３～８ヘテロシクロアルキル、置換または
非置換のアリール、Ｃ１～３アルキレンアリール、置換または非置換のヘテロアリール、
置換または非置換のヘテロアリールＣ１～３アルキル、置換または非置換のＣ１～３アル
キレンヘテロアリール、ハロ、ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｃ１～３アルキレンＮ（Ｒｄ）２、ＮＯ２

、ＯＲｅ、ＣＦ３、ＯＣＦ３、Ｎ（Ｒｄ）２、ＣＮ、ＯＣ（＝Ｏ）Ｒｄ、Ｃ（＝Ｏ）Ｒｄ

、Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｄ、アリールＯＲｅ、ＮＲｄＣ（＝Ｏ）Ｃ１～３アルキレンＣ（＝Ｏ）
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ＯＲｄ、アリールＯＣ１～３アルキレンＮ（Ｒｄ）２、アリールＯＣ（＝Ｏ）Ｒｄ、Ｃ１

～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、ＯＣ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、Ｃ１～４ア
ルキレンＯＣ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｄＳＯ２Ｒｄ、Ｃ１～

４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ２～６アルケニレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｄＣ１

～４アルキレンＯＲｅ、Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｄＣ１～４アルキレンヘテロアリール、ＯＣ１～

４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、ＯＣ１～４アルキレンＣＨ（ＯＲｅ）ＣＨ２Ｎ（Ｒｄ）２、
ＯＣ１～４アルキレンヘテロアリール、ＯＣ２～４アルキレンＯＲｅ、ＯＣ２～４アルキ
レンＮＲｄＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、ＮＲａＣ１～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、ＮＲａＣ＝Ｏ）
Ｒｄ、ＮＲａＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒｄ）２、Ｎ（ＳＯ２Ｃ１～４アルキル）２、ＮＲａ（ＳＯ

２Ｃ１～４アルキル）、ＳＯ２Ｎ（Ｒｄ）２、ＯＳＯ２ＣＦ３、Ｃ１～３アルキレンアリ
ール、Ｃ１～４アルキレンヘテロアリール、Ｃ１～６アルキレンＯＲｅ、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（
Ｒｄ）２、ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｃ１～３アルキレンアリール、アリールＯＣ１～３アルキレン
Ｎ（Ｒｄ）２、アリールＯＣ（＝Ｏ）Ｒｄ、ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｃ１～３アルキレンＣ３～８

ヘテロシクロアルキル、ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｃ１～３アルキレンヘテロアリール、ＯＣ１～４

アルキレンＯＣ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、Ｃ（＝Ｏ）Ｃ１～４アルキレンヘテ
ロアリール、およびＮＨＣ（＝Ｏ）ハロＣ１～６アルキルからなる群から選択され；
　Ｒｂは、なし、Ｈ、置換または非置換のＣ１～６アルキル、置換または非置換のＣ３～

８シクロアルキル、置換または非置換のＣ３～８ヘテロシクロアルキル、置換または非置
換のアリール、置換または非置換のアリールＣ１～３アルキル、Ｃ１～３アルキレンアリ
ール、置換または非置換のヘテロアリール、ヘテロアリールＣ１～３アルキル、置換また
は非置換のＣ１～３アルキレンヘテロアリール、Ｃ（＝Ｏ）Ｒｄ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｄ、ア
リールＯＲｅ、アリールＯＣ１～３アルキレンＮ（Ｒｄ）２、アリールＯＣ（＝Ｏ）Ｒｄ

、Ｃ１～４アルキレンＣ（＝Ｏ）ＯＲｄ、Ｃ１～４アルキレンＯＣ１～４アルキレンＣ（
＝Ｏ）ＯＲｄ、Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｄＳＯ２Ｒｄ、Ｃ１～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ２～

６アルケニレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｄＣ１～４アルキレンＯＲｅ、Ｃ（＝Ｏ）
ＮＲｄＣ１～４アルキレンヘテロアリール、ＳＯ２Ｎ（Ｒｄ）２、Ｃ１～３アルキレンア
リール、Ｃ１～４アルキレンヘテロアリール、Ｃ１～６アルキレンＯＲｅ、Ｃ１～３アル
キレンＮ（Ｒｄ）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒｄ）２、アリールＯＣ１～３アルキレンＮ（Ｒｄ

）２、アリールＯＣ（＝Ｏ）Ｒｄ、およびＣ（＝Ｏ）Ｃ１～４アルキレンヘテロアリール
からなる群から選択され；
　Ｒｃは、独立して、Ｈ、置換または非置換のＣ１～１０アルキル、置換または非置換の
Ｃ３～８シクロアルキル、置換または非置換のＣ３～８ヘテロシクロアルキル、置換また
は非置換のＣ１～４アルキレンＮ（Ｒｄ）２、置換または非置換のＣ１～３アルキレンヘ
テロＣ１～３アルキル、置換または非置換のアリールヘテロＣ１～３アルキル、置換また
は非置換のアリール、置換または非置換のヘテロアリール、置換または非置換のアリール
Ｃ１～３アルキル、置換または非置換のヘテロアリールＣ１～３アルキル、Ｃ１～３アル
キレンアリール、置換または非置換のＣ１～３アルキレンヘテロアリール、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ
ｄ、およびＣ（＝Ｏ）ＯＲｄからなる群から選択され、
　または同じ原子上もしくは隣接する結合した原子上の２つのＲｃは、環化することによ
って３～８環員を有する環を形成することができ、前記環は場合により置換されており、
環員としてＮＲｄ、ＯおよびＳから選択される最大２個のヘテロ原子を含むことができ；
　Ｒｄは、Ｈ、置換または非置換のＣ１～１０アルキル、置換または非置換のＣ２～１０

アルケニル、置換または非置換のＣ２～１０アルキニル、置換または非置換のＣ３～８シ
クロアルキル、置換または非置換のＣ３～８ヘテロシクロアルキル、置換または非置換の
Ｃ１～３アルキレンＮ（Ｒｅ）２、アリール、置換または非置換のアリールＣ１～３アル
キル、置換または非置換のＣ１～３アルキレンアリール、置換または非置換のヘテロアリ
ール、置換または非置換のヘテロアリールＣ１～３アルキル、および置換または非置換の
Ｃ１～３アルキレンヘテロアリールからなる群から選択され；
　または２つのＲｄ基は、これらが結合している窒素と一緒になって、Ｎ、ＯもしくはＳ
である第２のヘテロ原子を場合により含有する、５員環もしくは６員環を形成し；
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　Ｒｅは、Ｈ、置換または非置換のＣ１～６アルキル、置換または非置換のＣ３～８シク
ロアルキル、置換または非置換のアリール、および置換または非置換のヘテロアリールか
らなる群から選択され、
　または２つのＲｅ基は、これらが結合している窒素と一緒になって、Ｎ、ＯもしくはＳ
である第２のヘテロ原子を場合により含有する、５員環もしくは６員環を形成し；
　前記Ａ、Ｒ１、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、およびＲｄは、独立して、Ｃ１～１０アルキル、Ｃ

２～１０アルケニル、Ｃ２～１０アルキニル、Ｃ３～８シクロアルキル、Ｃ３～８ヘテロ
シクロアルキル、Ｃ１～６アルキレンＯＲｅ、Ｃ１～４アルキレンＮ（Ｒｅ）２、アリー
ル、Ｃ１～３アルキレンアリール、ヘテロアリール、Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｅ、Ｃ（＝Ｏ）Ｒｅ

、ＯＣ（＝Ｏ）Ｒｅ、ハロ、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、Ｎ（Ｒｅ）２、ＯＲｅ、ＯＣ１～６

ペルフルオロアルキル、ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒｅ）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒｅ）２、ＳＲｅ、
ＳＯ２Ｒｅ、ＳＯ３Ｒｅ、オキソ（＝Ｏ）、およびＣＨＯからなる群から選択される１～
３個の置換基で場合により置換されており；　
　ｎは、０または１である］；または
　その薬学的に許容できる塩。
（項目２）
　ｎが０であり、Ｖ、Ｗ、およびＺのうちの１つがＮＲｂである、項目１に記載の化合物
。
（項目３）
　ｎが０であり、Ｖ、Ｗ、およびＺのうちの１つがＯである、項目１に記載の化合物。
（項目４）
　ｎが０であり、Ｖ、Ｗ、およびＺのうちの１つがＳである、項目１に記載の化合物。
（項目５）
　ｎが１であり、Ｖ、Ｗ、Ｕ、およびＺのうちの１つがＮであり、その他がＣＲａである
、項目１に記載の化合物。
（項目６）
　ｎが１であり、Ｖ、Ｗ、Ｕ、およびＺのうちの２つがＮであり、その他がＣＲａである
、式（Ｉ）の化合物。
（項目７）
　Ａが場合により置換された二環式の芳香族基である、項目１から６のいずれかに記載の
化合物。
（項目８）
　Ａがピリミジン環またはピリミジノン環を含み、Ａが最大３個の置換基によって場合に
より置換されている、項目７に記載の化合物。
（項目９）
　Ｒ１がフェニル、ヘテロアリールおよびＣ３～８シクロアルキルからなる群から選択さ
れる、場合により置換された環である、項目７または８に記載の化合物。
（項目１０）
　ＸがＣ（Ｒｃ）２である、項目９に記載の化合物。
（項目１１）
　Ｙが結合、ＮＨまたはＳである、項目９に記載の化合物。
（項目１２）
　ＸがＣＨ２またはＣ（Ｒｃ）Ｈであり、ＲｃがＣ１～Ｃ４アルキルである、項目１０ま
たは１１に記載の化合物。
（項目１３）
　ＸがＣ（Ｒｃ）Ｈであり、Ｓ配置にある、項目１２に記載の化合物。
（項目１４）
　ＸおよびＹが一緒に環化することによって、以下の式の環を形成する、項目９に記載の
化合物。
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【化４２】

（項目１５）
　Ａがハロ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＨ、ＳＭｅ、およびＭｅから選択される、
最大３個の置換基で場合により置換されたプリン基である、項目１から１４のいずれかに
記載の化合物。
（項目１６）
　ＸがＣＨＭｅまたはＣＨＥｔである、項目１から１３のいずれかに記載の化合物。
（項目１７）
　Ｒ１が、ハロ、ＯＲｅ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル
、アリール、Ｃ３～８ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、ＣＦ３、ＮＯ２、Ｎ（Ｒ
ｅ）２、Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｅ、ＳＯ２Ｎ（Ｒａ）２、ＣＮ、Ｃ（＝Ｏ）Ｒｅ、Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
（Ｒｅ）２、Ｃ１～４アルキレンＮ（Ｒｅ）２、ＯＣ１～４ペルフルオロアルキル、オキ
ソ、およびＣＨＯからなる群から選択される１～３個の置換基で場合により置換されたフ
ェニルである、項目１５または項目１６に記載の化合物。
（項目１８）
　少なくとも１つの薬学的に許容できる賦形剤と混合された、項目１から１７のいずれか
に記載の化合物を含む医薬組成物。
（項目１９）
　白血球機能を混乱させる方法であって、前記白血球を、有効量の項目１に記載の化合物
と接触させるステップを含む方法。
（項目２０）
　白血病と診断された対象を治療するための方法であって、有効量の項目１から１７のい
ずれかに記載の化合物を前記対象に投与するステップを含む方法。
（項目２１）
　リンパ腫と診断された対象を治療するための方法であって、有効量の項目１から１７の
いずれかに記載の化合物を前記対象に投与するステップを含む方法。
（項目２２）
　免疫学的障害と診断された対象を治療するための方法であって、有効量の項目１から１
７のいずれかに記載の化合物を前記対象に投与するステップを含む方法。
（項目２３）
　前記免疫学的障害が喘息、関節リウマチ、多発性硬化症およびループスから選択される
、項目２２に記載の方法。
（項目２４）
　高血圧と診断された対象を治療するための方法であって、有効量の項目１から１７のい
ずれかに記載の化合物を前記対象に投与するステップを含む方法。
（項目２５）
　癌または肉腫と診断された対象を治療するための方法であって、有効量の項目１から１
７のいずれかに記載の化合物を前記対象に投与するステップを含む方法。
（項目２６）
　骨吸収障害と診断された対象を治療するための方法であって、有効量の項目１から１７
のいずれかに記載の化合物を前記対象に投与するステップを含む方法。
（項目２７）
　ホスファチジルイノシトール３－キナーゼδポリペプチドのキナーゼ活性を阻害する方
法であって、前記ポリペプチドを項目１に記載の化合物と接触させるステップを含む方法
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